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襲 二湖 冥心臓穿刺ニヨル探血 ノ手技方法蚊 二此

ノ際混染 テ認 メタル細菌 ノ研索 テ大多撒 ノ海狸

二就テ行 ヒ、其 ノ結果混入菌 ノ83.7%ノ 、G乞rt-

ner氏 腸炎菌ナル事 テ立謹 セリ。 探血手技又

ハ自然的感,染率 ノ斯ル多撒例 二上ル混入菌 ノ血
　

中移 行 ノ・吾 人 ノ實 験 動 物 ト シテ海 猿 テ使 用 スル

際 二於 テ、 叉 實 二補 膿 トシ テ海 瞑 血 清 テ使 用 ス

ル場 合 二紗 カ ラザ ル不 愉 快 テ招 來 スル而 已 ナ ラ

ズ、 其 ノ實 験 結 果 二不 測 ノ誤 謬 テ齎 ス可 キノ・論

テ侯 タズ。

補 艦 ノ本 態 二 關 シテノ・Bordetノ ー 原 溌 二封 シ

テ(29)Ferrataノ ニ 原 設、Ehrlichノ 多 原 読 等 種

種 論 議 サ レタル モ、 近 年 二至 リ多原 読 テ圭張 ス

ル學 者 多 ク各 成 分 二分 離 シ併 合 スル事 ノ可 能 ナ

ル事 既 二多 数 ノ研 究 者 ニ ヨ リ確 認 セ ラル。 即 中

節 、 末 節 蚊 ピニ第3成 分 ノ詮 明 ハ 比較 的 容 易 ナ

ル モ ノ トシ テ既 二多 数 ノ研 究 者 ニ ヨ リ其 ノ存 在

ノ、認 メ ラ レタル所 ナ リ。

最 近 二至 リ(30)Gordon,Whitehead,Wormall

等 ノ・溶 血 性 補 罷 構 成 成 分 中 二 「ア ムモ ニ ア」二因

ツ テ破 壌 セ ラル ・補 腱 構 成 成 分 ノ存 在 スル事 ガ

唱 ヘ ラ レ之 二封 シ氏 ノ・第4成 分 卜構 シ此 ノモ ノ

ノ・末 節 層 帥Albumin層 中 二含 有 セ ラル ・モ ノ

ナ ル事 テ謹 明 セ リ。(31大 田、 原及 今堀 氏 等 モ第

4成 分 ノ存在 テ認 メ、 「32須原 氏 モ亦 本 業績 テ追

試 シテ之 テ承 認 セ リ.

㈹徳 永 氏 ノ・岡高 橋 氏 ト同様 二此 等 ノ人 々 トノ・全

然 別 個 二Albumin層 内 二存 ス ル本成 分 二就 テ
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記 述 シタル モ新 成 分 トシテ畿 表 スル ニ至 ラ ズ。

即 チ今 ヤ溶 血性 補 膿 ガ輩 一 成 分 ヨ リ成 立 ス ル モ

ノニ非 ズ シテ複 雑 ナ ル構 成 分 子 ヨ リナ ル モ ノ ト

ノ1{定ノ、明 二確 認 セ ラ レ タル モ ノ ・如 シ。

補 膿 作 用 ノ減 弱 喪 失 二封 シ テハー 般 的 ニノ・血 清

ノ「コ ロ イ ド」李衝 障 碍 、 失 墜 二蹄 セ ラル。

補 禮 作 用 消 失 ノ・多量 ノ膠 質 性 物 質 ノ注 加 ニ ヨ リ

テ認 メ ラ レ、 又 「カ オ リ ン」、水 酸 化 「アル ミー ウ

ム」ノ添 加(L,andsteineru.Stancovic)一 ヨ リ、

炭 末、 白 至 、Kieselgurノ 混加 一;一・ヨ リ 又 或 ノ・

Berkefeld濾 過 器 ノ濾 過 ニ ヨ リテ減 弱 セ シメ

得 。 化學 的 ノ沈 澱 物 久ルGlycogen,Albumo-

sen,Pepton,Inulin,Gelatin,SchellackiMa-

stix,Lycopodium,Zelkuspansionen,Bakte-

rienaufschwemmung,Hefezellen等 ・々ニ テ モ

得 ラル ト云 フ。Gelatin二 關 シテ ノ・然 ル ニ(35A・

v.Wassermannu.Citron等 ノ・補 膿 作 用 テ減

弱 或 ノ・溝 失 セ シム ト述 ベ タ ル モ㈹鴻 上氏 ノ精細

ナ ル研 究Of結 果Gelatinノ 抗 補 禮 的 抗 溶 血 作 用

ノ・該 製 品 二殆 ン ド常 二含 マ ル ・不 純 來 雑 物 質 ニ

ヨル モ ノナ ル事 ヲ明 ニ セ ラ レ タ リ.

元 來 抗 溶 血 現 象 テ惹起 ス可 キ基 因 トシ テ考 ヘ ラ

ノい モ ノノ・溶 血 性 隻囁 騰 溶 血1生補 禮 、 血 球 ノ

抵 抗 ノ三 ツ ノ要 約 ノー部 乃 至 ソ レ以 上 ガ無 能 ナ

ル時 、 或 ノ・相 互 ノ結合 親 和 力 ノ阻 止 セ ラル ・揚

合 ニ シテ、 余 ノ場 合 ノ試 験 二於 テノ・溶 血 性 些 囁i

禮 及 血球 ノ抵 抗 ノ・完 全補 禮 ノ封 照 ノ下 二毎 同行

ノ・レタ ル試 験 ナ ル テ以 テ 問題 トナ ラズ。 唯 溶 血

性 補 膿 ノ作 用能 力而 已 二就 テ論 及 サ ル可 キモ ノ

ナ リn

補 禮 ノ作 用能 力減 弱 テ起 ん基 因 ト シテ ハ種 々 ア

ル モ、 大 別 シテ特 異 性 的 抗 補 膿 、 抗 溶 血作 用 ト

非 特 異 性 的抗 補膿 抗 溶 血一作 用 二 分 ケ得 ラル。

特 異 的 ナ ル モ ノニ ノ・抗 血清 類 擬 補 艦 、 類 擬 嗜 補

墜 介 膣 テ含 ミ非特 異1生的 ナ ル モ ノ ニノ・後 記 スル

所 ノ補 膿 二封 スル各 種 ノ非 動(加 熱 鋏 盤 溶 媒 、

振 温 、 静 置、蛇 毒等)拉 二結 合 、 吸 著 、 抗 作 用 一

嫁 ル補 艦 作 用 ノ減 弱 ト見 倣 入可 キ細 菌俘 游 液 、

臓 器 浸 出液 、 無 機及 有 機 ノ膠 状 鵠 、乳 化 膿 、化 學

的製剤、細胞俘游液等 ノ物質 ニヨル非動 ガ之三

屡 ス。余 ノ試験 二於テ抗補盟的溶血阻止現象ラ
の

惹起 スル基 因 トシテ ノ・自然 的感 染 、 或 ハ 時 二散

登 的 二流 行 テ來 シ、 然 モ健 康 海狸 食 道 中 二殆 ン

ド常 在 性 二生 息 シ該 動 物 ノ膿 ノ抵 抗 減 弱 二際 シ

流 血 中 二侵 入 シ、 又 時 二拙 ナ ル探 血 手 技 ニ ョ リ

テノ・血 中 二混 入 シ來 ルG5rtner氏 菌 二就 テ、

其 ノ菌 血 症 ノ海 瞑 補 膿 ノ場 合 或 ノ・G5rtner氏

菌 抗 膿 産 生補 膿 ノ場 合 二於 テ其 ノ補 膿 作 用 ノ・如

何 二動 揺 、 減 弱 ス ・しカ、 又 斯 ル補 禮 作 用減 弱 ノ・

補 膿 ノ本 態 的構 成 成 分 ヨ リ見 テ如何 ナ ル部 分 ノ

損 傷 ニ ヨル モ ノナ ル カニ就 テ先 人 未 踏 ノ問題 ナ

ル本 攻 究 業績 テ弦 二登 表 セ ン トス。

而 シ斯 ノ如 キGSrtner氏 菌 ノ菌 血 症 海猿 及 抗

盟 産 生 海狸 ハ前 論 著 二記 シタル ガ如 ク比較 的 多

ク存 シ、 然 モ健 劇 犬態 ト思 ノ・ル ・モ ノ ・中 一モ

多 撒 認 メ ラ ル ・事 實 二徴 シ、 余 ノ本 試 験 ノ・甚 ダ

興 味 ア リ意義 ア ル モ ノタル テ疑 ノ、ズ。

即 先述 ノ如 ク自然 的 二感 染 セ ルGErtner氏 菌

ノ菌 血症 ノ場 合 及 抗 禮 産 生 ノ場 合 ノ動 物 血清 二

就 テ圭 トシテ攻 究 セ ル モ ノニ シテ抗 補 膿 的抗 溶

血 作 用 ノ・補 膿 ノ該 菌 ニ ヨル吸 著 、 結 合 、 抗 作 用

一 ヨル動 揺 ト抗 膿 産 生(實 験 的 ノ場 合 二就 テ ノ

場 合 モ含 ム)ア ル海 狸 補 膿 ノ異 歌 ナ リ トス。 其

ノ外 二数 同探 血 テ繰 返 シ タル海 猿 血清 補 罷i二就

テ ノ場 合 テ検 セ リ。 即 数 同探 血 セ ル海狽 血 清補

膿 ノ・其 ノ溶 血 作 用 ノ・異 常 二高 マ ル事 鴻 上 氏等 ノ

認 メ タ ル庭 ナ リ。

Girtner氏 菌 況 入 ニ ヨル不 全 補 騰 ノ溶 血 性拉 二

補 膿 結 合 性補 罷 ノ量 及作 用能 力検 定 ニノ・其 ノ本

來 ノ甚 シクlabilナ ル黙 ヨ リ シテ常 二先 全 補 禮

ト ノ比 較 試 験 ニ ヨ リテ其 ノ結 果 テ論 ジタ ル事 ハ

前 述 ノ如 ク ニ シテ、検 査 術 式 ノ・邦 國 二於 テノ・各

自皆 自設 テ持 シ統 一 サ レタル要 素規 定及 術 式 規

定 ナ シ。 要 ノ・各 使 用 材 料(Componente)ラ 嚴正

二豫 備試 瞼 シ有 敷 ナ ル ヲ確 メ タル モ ノナ ル ラ要

スo

全 量 ト シテ ノ・2.5c・a式 一 ヨル人 多 ク、 余 ノ・前 編

結 核 及 「チ フ ス」ノ補 罷 結 合 反 癒 ノ際 二試 用 シ タ
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ル手馴 レタル方 法 トシ テ1.5c・c・式 ニ ヨル事 トセ

リ。

余 ノ攻 究 セ ル異 状 乃 至 攣 性 可検 補 膿 ガ其 ノ補 禮

ノ本態 的構 成 上何 成分 ノ異 常 損 失 ニ ヨル モ ノナ

ル カ ニ就 テ ノ検 査 ニ ノ輔 艦 ノ第5成 分 テ登 見 セ

ラ レタル剛 光瀬 氏 ノ検 査 方 法 及術 式 ア リ。 氏 ノ・

戸 田教 授 指 導 ノ下 二加 熱 百油 「ベ ンチ ン」_ヨ リ

非働 トナ ルー 新 成 分 二就 テ追 究 サ レ第5成 分 ト

シテ畿 表 サ ル。

倫 本 態 的 研 究 二封 シテ ノ、'3svKlopstockノ 嚢 表 ア

リ。 補 艦 ノLabilit5t二 就 テ詳 細 ナ ル實 験 テ ナ

シ補 禮 作 用 ノ・結 局 血清 ノElektrolytgebalt二

關 係 アル モ ノナ リ トナ シ、 血llli'「コロ イ ド」ノiZIS

衡 ノ ミガ完 全 二補 膿 テ非 働 ニ ナ シ得 ル トナ シ、

30morokowモ 又Kopra -giftニ ヨノL第3成 分

ノ研 究 ニ ヨル試 験 二際 シ同様 ノ記 載 テ磯 表 ス。

(IOv大槻 満 次 郎 氏 ノ・海 瞑 血 清 補 艦 量 ト其 ノW氏 反

雁 二及 ボ ス影 響 二就 テ検 セ ラ レ其 ノ成 績 結 果 二

大 ナ ル相 違 テ來 λ事 テ報 ぜ ラル。

第1章 検定方法虹二實験術式

緒論二於テ述ベ タノし如 ク圭 トシテ自然的 ト云 フ

事 テ目標 トシ外観上健康状態 ト認 メラル ・海狽

ノ選定 ト、一般的探血手技方法 ニヨリ探取 セル、

初同探血血清補艦 ヨリ数同探血テ繰返 シタル海

猿 ノ血清補膿 ノ補禮作川二及ビ其 ノ間、所謂泳

桿菌(G5rtner氏 菌)ノ 混入割合及此 ノ混入ニヨ

ル海瞑血清 ノ補膿作用 テ他 ノ完全補禮(初 同探

血 ノ海狸 二就 テ其各々ノ血液検査 テ成 シテ決定

ス)ト比較 シ、補艘作用ノ動揺 手指示 セン ト入ル

方法テ探 レリ。

余 ノ探用 セル海瞑血満補膿量補膿作用 ノ検定及

補膿結合反鷹術式 テ略述 入レバ、溶血系統 トシ

テ、山羊血球 ト其 ノ家厄免疫 「ヘ モ リ ジ ン」テ

使用。補禮ノ・完全補膿(以 後A補 艦)ト 可験補龍

(以後B補 禮)ノニ種 トシA補 龍 ニノ・毎同新 ラシ

キ購i入直後 ノ雄海瞑 二限 リ、特 二此 ノ中 ヨリ腹

部 ノ緊張良 久 蓮動活濃 ニシテ元氣旺盛、且口

邊其 ノ他 二創傷ナキモ ノ・ミテ嚴選 シ、毎回5

頭以上ノ大1鰐冥ヨリ探血 シ、其 ノ血清 テ之ニァ

ツ 。

探血方法ノ・一般的探血法ナル心臓穿刺垂直法探

血手技 あヨリ必ズ左心室動脈ぼ旺テ探取 スル事 ト

ス。A補 膿ノ・総テ ノ實験 ノ封照 トナルモノ故、

B補 膿探血 ノ場合 ト同様二其 ノ各頭二就 テ細菌

學的及血清學的二純檸ナルモノタルテ要 ス。若

シA血 清(封 照)二就 テ是等9P細 菌學的及血溝學

的試験ニテ不純ナ リト認 メラレシ際 ノ試験結果

ノ・之 テ除 外 セ リ.

B補 膿 ノ・海 摸 ノ・大 、 中、 小 、 各 種 ノ モ ノヲ使 用

シ。 其 ノ他 ノ定 件 ノ・A補 艦 ト全 ク同檬 ナル モ、
　

此 ノ際 ノ血 液 ノ細 菌 學 的 及 血 清 學 的 二不 純 ナル

モ ノ ・存 スル コ トノ・余 ノ本検 定 試 験 ノ 目的 トス

ル庭 ニ シテ、 其 ノ外 二可検B補 艦 タル可 キモ ノ

ノ・探 血 ラ撒 同 重 ネタル海狽 補 禮 血清 ナ ノし事 テ重

複 テ顧 ミズ附 言 ス。 数 同 探 血 ラ繰 返 ス海 猿 ノ・其

ノ間、 各 海 瞑 相互 ノ疾 病 感 染 及 咬 傷 防 止 ノ爲、

1頭 ヅ ・分離 シテ飼 育 ス。

補 罷 量 測 定 法(表1)

(表1)補 禮 量測 定

試 管 番 號 1 2 3 41 5 6

感 作 血 球 0.6 0.6 0.6 0.60.6 0.6

15倍 補 髄
」

0.5 0.4 0.3 0.2
}0
.15 0.1

生理的食 鞭水 0.4 0.5 0.6 0.7 0.95 0.8

結 果 柵 柵 冊 冊 ,冊 什

充 分 ナルA補 罷(完 全 補 膿)ノ 存 在 ノ 下 二於 テ

「ヘ モ リ ジ ン」溶 血 假 テ測 定 シ
、 其 ノ2倍 量 テ以

テ豫 メ4%山 羊 血球 テ感 作 シオ キ、室 温 こ30分

放 置後 使 用 二供 へ。

試 験 直前 探 取 セ ・しA.B雨 種 補 膿 ノ・15倍 ト シ

テ1列 ノ各試 管 二適 當 量 ヅ ・逓 減 法 ニ ヨ リ添 加

配 合 シタル後 上記 感作 血球 液 テ各 々0.6c.qヅ ・

加 ヘ タル後15分 時37。C温 浴 内 二播 置 シ、 後 各

管 ノ溶 血 現 象 テ検 シ、 完 溶a認 メ タル管 ノ最 ・1・

補 膿 量 子以 テ可 検 補 膿 債 卜定 メ、 完全 補 慌(A)
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及 異 状 補 膿?(B)ノ 雨 種 ノ比 較 テ ナ ス。 補 罷 量

検 定 時 間 テ15分 ト定 メ タル ノ・余 ノ探 用 セル 量

二於 ケル試 験 二際 シテ ノ・多 歎 ノ實 験 上拉 二理 論

上37℃ 温 浴 内15分 時 ニ テ 普 通 ワッセ ル マ ン氏

反 磨 ノ場 合 ノ2.5c.α 全 量 式 、 或 ノ・5.O」.c.全量 式

二於 ケ ル37。C「 フ ラ ンキ」内2時 間 ノ結 果 判 定

ト全 ク相 一致 スル モ ノナル テ以 デ ノ故 ナ リ。

且、 斯 ル少 量 ノ式 テ用 フル事 ノ・時 間 的 二検 スル

場 合 溶 血 作 用 鏡 敏 ニ シテ、 補 禮 ノ作 用 能 力 トシ

テ短 時 間 ノ溶 血 作 用 テ検 スル ニ最 モ合 理 的 ニ シ

テ便 利 ナル か法 ト信 ズ。

補 禮 作 用能 力 ノ判 定 トシ テノ・溶 血 償測 定 二際 シ

テ起 ル溶 血 現 象 ノ時 間 的 遅 速 ニ ヨ リ定 メ タル モ

ノナ リ。A.B雨 種 ノ補 膣 テ使 用 セル各 列 ノ試

管 二於 テ溶 血 程 度 テ5分 、15分 、30分 、60分,
の

24時 間二於 テ比較 シ、溶血現象 ノ起 レル溶血償

ノ比較 テ以テ溶血作用ノ大、小、有無テ検 ス。

補膣 ノ作用能力測定二當 リ溶血系 二於 ケル溶血

度 ニヨリ之テ測定 スル事ノ・一見甚 ダ不備 ノ貼 ア

ルヤニ見 ラル ・所ナルモ完全A補 燈 トノ比較 ト

云 フ意味合 ヨリB補 腱 ノ使用量及其 レニ封 スル

溶血素量テ豫 メ測定スル事テ行ノ・ズ。

即B補 罐 テ完全A補 禮 ト同檬 二使用シタル場合

二其 ノ溶血作用能力ノ・如何二彼我相違 スルモノ

ナルカ ト云 フ見知 ヨリ上述 ノ如 キ方法 二糠 ルコ

ト・セリ。

而 シテ更 二考 フルニ今此 ノ際各補禮(完 全及異

1伏)二 封 シテ豫メ嚴密二豫備試験二於 テ其 ノ使

用量テ測定 シ之二封 シ夫々 ノ溶血素量翠補艦 テ

加 フル時ノ・其 ノ作用能力ノ・殆 ンド相違ナカル可

ク、斯 クテノ・A.B雨 種補禮 ノ溶血性補禮作用

ノ比較ノ・成 サレ得 ラレザルニ至ル。

之一ヨリ補禮量ハ完全補髄 ト同一・量 テ使用 シ其

ノ量 碁於 ケル溶血現象 テ時間的 二観測 スル事ニ

ヨリテ溶血作用能 力ノ比較 二資 スルコ ト・セリ

(表2)。

感作血球 ノ調製

山羊血球免疫家兎血清「ヘモリジン」ノ遽減量テ

1列 ノ試験管二配置 シ、4%山 羊血球 ノー定量

テ急激二同各試管 二添加混合 シ、補膿 ノ充分量

テ入レ、37℃ 温浴槽 内15分 時 ニテ完全溶血ノ

溶血償テ検 シ、血球感作 ニノ・完溶溶血素量ノ倍

量 テ以テス。

溶血作用能力試験(表2)

(表2)溶 血作用能力試験

試 管 番 劉 ・121314sl6

溶 血 素 量、及

ソノ稀 繹 倍 鍛

0.30.30.30.30.30.3

5010020040080Q1600

血 液(4%)0.30.30.30.30.3 0.3
-

0.315倍 補 燈0.30.30.30.30.3

生 理 的 食 璽 水0.60.60.60.60.6 0.6一
冊結 果 冊 冊 柵 柵 冊

上記 ノ溶血贋測定法ニョリ完全補禮(A)及 所謂

可検補膿(B)2種 ノ溶血贋 テ5分 、15分、60分、

24時 間二於テ比較 シテ溶血作用能力如何 ノ判

定 二資 ス事前述 ノ如 シ。

第2章 海狽1採血 同数 卜Gartner氏 菌混染及當該血清補髄ノ能力

第1節 初同探血海狽 二於 ケノレ血清補蹉量及補禮作用能力

初 同探 血 海瞑 ノ・購 入 直後 ノ雄 獣 二限 リ使 用、 何

レモ大 海瞑 ヲ探 ヒ、 特 二腹 部 ノ緊張 一般 状 態 二

留 意 シ、 探 血 手 技 二至 リテノ・尚更 二充 分 ナ ル注

意 ノ下 二行 ヒ タル ガ故 二實 際普 通 一 般 二行 ノ・・レ

ル ガ如 キ海 狽 心臓 穿 刺 探 血 二際 シテ混 入可 能 ナ

刀不 純 物 ノ割 合 ノ・余 ノ場 合 ヨ リモ ヨ リ高 位 テ示

スモ ノ ト看 倣 シテ可 ナ ラ ン。

初 同探 血 ニ ヨル健 康 雄 獣 血 清 補 膿 ノ・上 表(表3)

二 掲 ゲ タル ガ 如 ク、 比 較 的 安 全 性 テ 有 シ、 又

G5rtner氏 菌 ノ混 入 モ充 分 ナル注 意 ノ下 二探 血

ナ シ タル爲 二紗 シ。唯 不 可 抗 的 二混 入 セルGErt-

ner氏 菌 ノ存 在 ニ ヨ リ時 二甚 シキ補 膿量 ノ低 下

テ來 シ、 溶 ∬n慣 ノ減 退 テ認 メ シモ ノ ア リ。

G5rtner氏 菌 二封 スル凝 集1生及 補 膿 結 合 性抗 艦
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(A)

(表 3)

1

探血日 琢数 源大小

血 中混
入菌 及
ソノ頭

撒

No.400菌 トノ

血 清 學 的 關係
補髄量 溶血債

凝集
反懸

補血
反磨

311X 4 小 一 一 一 0.15(同) 800(同)

51XI 3 大 一 十(1) +(1) 0.15(同) 400(600)

81XI 5 小 一 一 一 0.1(同) 800(同)

9/XI 5 小 一 一 一 0.1(同) 800(同)

151XI 5 小 十(1) 一 一 0.2(0.3)400(600)

161XI 5 小 一 一 一 0.1(同) 800(同)

27!XI 5 中 一 一 一 0.1(同) 800(同)

141X∬ 5 中
一 一 一 0.1(同) 800(同)

291X皿 5 大 一 +(1) +(1) 0.1(同) 400(800)

25/1 5 中 一 一 一 0。1(同) 800(同)

2711 5 中 一 一 一 0.1(同) 800(同)

.()内 ハ24時 間後 ノ溶血 償

テ産 生 セル モ ノ2例 ア リ。 斯 ル 海狽 血 清補 膿 二

於 テ モ亦 完 全 補 龍 二比 シ溶 血 性 補 膿 量 ノ減 弱 テ

認 ム。

5/XI探 血 セル3頭 ノ大 海 狽 ノ・穂 テ 外 観 上至極

健 康 状態 ト認 ノ タル モ ノナ ル モ、 中 二1例 ノ・

Girtner菌 トノ間 二凝 集 償200倍 、補 罷結 合 反

癒 ノ・血 清 稀繹240倍 迄 陽 性 テ呈 シ、該 血 清 ノ・3

頭 中1頭 二過 ギザ リ シモ、 溶 血 性 補 膿 号 及 溶 血

作 用 ノ・時 間 的 二其 ノ能 力 ノ減 弱 セ ル テ認 ム。

(B)

完全 補髄、 菌混入補膣 及抗潴産

生補 膿 ノ溶 血性補禮 作用能力

〃〃

4〃

2〃

「

一「一一一 一

__._4_
/'

1/

/1

イイ

ノ

一 　一

,'
'-r

''

'

,'

ノ!

,層

→ 一 一 一

,一 一 一 ■1
一 一

/
1

`

5今/「 今 3ジ.年 6〃.ゲ 〃 勇問

一一一一一 完 全 補 禮

菌 混 入 補 禮

抗艘 産生補盤

15/XI探 血 小 海 狽5頭 中1頭 二流 血 中Gsrtner

氏 菌 ノ混 染 テ謹 明 シEsmarch-Schale内 卒 板 寒

天 二十撒 個 ノColohienト シテ嚢 生 セル テ認 メ

タ リ。 此 ノ5頭 テ混合 セ ル血 清 ノ補 艦 作 用 ノ動

揺 テ見 ル ニ同様 二溶 血 性 補 膿 量 ノ著 明 ナ ル減 弱

テ示 ス ラ謹 明 セ リ。

猫 更 一上記 ノ各 補 農 血清 二就 テ時 期 的 二其 ノ補

艘 使 用 ノ動 揺 テ検 シタル結 果 次 ノ如 シ。

第2節 補禮 ノ保存 ト(氷室内)各 種補禮作 用 ノ動揺

前試 験 ニ ヨ リ原 因 テ明 カ ニ セ ラ レ タル異 状 可 検

補禮 二就 テ更 二精 細 ナ ル攣 異、 推 移 ノ1伏況 テ時

間 的 二観 察 セ リ。.

Gartner氏 菌 混 入血 清補 膿 ノ・直 二血 清 テ分離 シ

テ保 存 セル モ ノニ ア リテ ノ・24時 間後 ノ 補 膿 作

用(溶 血 性)ノ・直後 ノモ ノー比 シ幾 分 ノ低 下 減 弱

ラ認 ムル ニ過 ギ ズ。

G2rtner氏 菌 二封 シ自然llリニ抗 禮 テ産 生 シ居 タ

リ シ海復 血 清 補 艘 二於 テモ、 直後 ト血清 分 離 後

24時 間 保存 後 ノモ ノ トノ間 二 特 別 ナ ル 攣 移 テ

認 ムル ナ シ。

血液 ノマ ・保 存 シ24時 間 後 二及 ビ、 血 清 テ分離

シテ使 用 タ ル モ ノニ ア リテノ・、 完 全 補 禮 二於 テ

(表4)各 種 補禮 ノ保存時 間b補 盟作用 ノ動揺

保存時間 補膣血清ノ種類 補盤量

1溶血作用能 力

(溶血債)

15分1・5端 時一

直 後

完 全 血 清補 腔 0.1 1400「80080(1
2・繭 両

一1-一菌混入血清補髄 0.2

防膣産生血清補盤 0.15 200
「璽bo
-}

800

800
-

800
ら

24時 間 氷完 全 血 清 補 燈 0.1 400

室内(血 二旧
清 ヲ分 離
シテ)

菌庇入血清補盟 0.3 200 300
-

400

300
-

600

800

=
一
}600

抗髄寄生血清補髄 0.2 200

血液 ノマ
マ氷室 内

24時 間保

存

完 全 血 清 補盤
一

〇.1 400 800

菌混入血清補盤 0.5
一

不溶
一

抗艦産生血清補盟
一

〇.2 200 400

ノ・毫 モ、補膿量及補膿作用能力 ノ動揺ナ シ。抗
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膿産 生 補 龍 ニ ア リテ モ亦 分離 保 存 ノ モ ノニ比 シ

何 等 遜 色 ナ シ(大 海 瞑3頭 中1頭 一f一抗 膿 産 生 テ

認 メ タル 前 試 瞼5/XIノ 場 合 ト29/Xll5頭 中1

頭 二抗 禮 テ認 メ タル例 二就 テ)。

G5rtner氏 腸 炎菌 自然 的 混 入例 ナ ル前試 験15/XI

5頭 ノ 混 合 血液 ノ24時 間保 存後 血 溝 テ分 離 セ

ル モ ノニ ア リテ ・・、 然 ル ニ甚 シキ補 膿 ノ非 働 ガ

認 メ ラ レ殆 ン ド補 禮 作 川能 力 零 二至 ル モ ノナ ル

テ知 ル(表4)。

第3節 繰返 シ探血 セノレ海狽血清 ノ補禮量、補禮作用 ノ動揺(表5)

(表5)繰 返 シ探血 セル海狸 血清 ノ補腔量、補饅作川 ノ動揺

探血日
探血
同鍛

前探後
ノ日敷 大 小 探血数

血中菌
混 入及
ソ ノ数

Nα400菌 トノ

血 清學 的關係
[

補 燈 量 溶 菌 債
凝集反慮補菌反慮

5'XI 3 7 小 6 +(1) +(2) +(2) 0.2(0.4) 400(400)

191XI 2 13 中 6 一 一 一 0.1(0.15) 800(600)

24!XI 2 10 中 5 一 一 一 0.15(0.2) 800(800)

241XI 2 10 中 4 一 一 一 0.1(0.2) 800(同)

「 威 「(同)30!XI 3 6 中 4 一 一 一 0.15(0.2)
一

301XI 3 6 中 4 一 一 一 0.15(0.2) 800(同)

7!X皿 4 6 中 4 一 一 一 0.15(0.2) 800(同)

14/X皿 5 7● 中 3 一 一 一 0.15(0.2)
一

800(同)

211X皿 2 7 小 4 一 一 一 0.1(0.15) 800(同)

511 2 7 中 5 一 一 一 0.1(0.15)
一

800(同)

1/H 2 5 中 5 一 一 一 0.1(0.15)
　

800(同)

(

海 瞑 血 清 斗補 龍 トシテ使 用 スル際 二、 毎 同動 物

ノ新 シキ モ ノ テ以 テ スル事 ノ、最 モ安 全 、 確 實 ニ

シテ理 想 トスル所 ナ ル モ、 吾 人 ノ日常 ノ實験 二

際 シテ ノ・経 濟 的 方 面 ノ關係 モ ア リ、 斯 ル條 件 テ

許 サ レズ シテ、 同一 動 物 ヨ リ再 三繰 返 シテ探 血

二使 用 セ ラル ・事 止 ム テ得 ザ ル ニ出 ヅル 場合 紗

カ ラ ズ。 斯 ル場 合 、 動 物 ノ健 康 状 態 二特 二注 意

シテ使 用 動 物 テ選 澤 セザ ル可 ヵ ラ ズ。

本 試 駿 二於 テ繰 返 シ探 血 セル海 狽 ノ・余 ノ實 験 ノ

方 針 タル 最 モ 自然 的 ニ シテー 般 的 ナル探 血 手技

方 法及 海 瞑 ノ選 澤 ノ下 二心臓 穿 刺探 血 テ行 ヒタ

ル モ ノニ シテ、 前 探 血後 筍 モ禮 重 ノ減 少、 一般

状 態 ノ攣 調 等 々 ノ極 メ テ些 細 ノ攣 化 ノ如 キ モ ノ

グ ニ ア ラ バ、 ソ ノ海 狸 ハ除 外 シテ懸 レ リ。

是 ノ・余 ノ前 編 ニ テ統 計 的 二謹 明 セル探 血 動 物 二

封 スル注 意 二基 ヅ クモ ノ ニ シテ、 帥探 血 用 二供

セ ル動 物 ノ艶 死 ノ・殆 ン ド悉 グ菌 血 症 二因 ル モ ノ

ニ シ テ 混 入b侵 襲 細 菌 トシテ100%二 琢 桿菌

)内 ・・24時 間後 ノ量及溶血債

(G5rtner氏 腸 炎菌)ラ 流 血 中 ヨ リ謹 明 スル モ ノ

ナ リ ト云 フ事 實 二嫁 ル モ ノナ リ。

繰 返 シ探 血 セル 海 狽 ハ探 血 手技 中菌 混 入或 ノ・探

血 ニ ヨル個 膿 ノ抵 抗 減 弱 ニ ヨル 自家 感 染 ニ ヨ リ

G5rtner氏 菌 血症 ラ惹 起 スル モ ノ ニ シテ、 探 血

ノ間 隔 テ大 約1週 間(5日 一13日)ト スル時 ノ・是

等 動 物 ノ大 部 分 テ除 外 シ得 ル モ ノナ リ。 即、 採

血 後 菌 血 症 テ惹起 入ル ヤ、 動 物 ノ・直 二元 氣 失 逡

シ撒 日 ニ シテ艶 ル(小 動 物 ノ揚 合 及 混 入菌 ノ多

キ場 合)。艶 死 二到 ラザ ル モ ノモ甚 シキ痩 削 ラ現

シ來 ル モ ノ多 シ(大 動 物 及 混 入菌 ノ少 キ場 合)。

斯 ル動 物 ノ存 在 ノ・日常 好 ク経 験 スル所 ニ シテ、

1週 間 以 内 ノ短 時 日二於 テ元 氣 恢 復 シ、 一 般 状

態 健 常 トナル モ ノノ、紗 シ。

斯 ク スル時 余 ノ本 試 験 二求 ムル所 ノ・、 唯 探 血 同

撒 トソ ノ海狽 血 清 補 膣 ノ動 揺 トニ就 テ ノ試 験 ト

認 メ ラル可 キ モ ノー シテ當 初 ノ混 入菌 ガ極 ク少

量 ニ テ殆 ン ド動 物 ノ健 康 状 態 テ損 セサ～ル場 合 テ
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含 ム ー 止 ル。

故 二菌 混 入 ニ ヨル補 膿 ノ動 揺 ノ・第1節 初 同探 血

ノモ ノ ト ノ間 二其 ノ割 合 及程 度 二於 テ殆 ン ド何

等 攣 ル塵 ナ シ(表5)。 早 キノ・前 探 血後5日 ヨ リ

遅 キノ・13日 二於 テ充 分 ナ ル注 意 ノ下 二2同 乃 至

5同 探 血 テ繰 返 シタル海 瞑 血 清補 膿 ノ・溶 血 作 用

能 力及 補 膿 量 二於 テ輕 度 ノ低 下 テ認 メ、 血 中 二

G5rtner氏 菌 ノ混 入 及G5rtner氏 菌 二封 スル

抗 膿 モ初 同探 血 ノ場 合 ト大 略 同様 ノ割 合 ナ リ。

本試 験 二於 テ 第5表5/XI日 探 取 血 液6頭 中1

頭 二於 テG5rtner氏 菌 ノ血 中 混 入及2頭 二於

テG乞rtner氏 菌 二封 スル補 膿 結 合 性 及 凝 集 性

抗 禮 ノ弱 度 二産 生 セ ル テ謹 明 セ リ。 其 ノ爲 二補

膿 量及 溶 血 贋 モ牛 減 サ ル。

溶 血 作 用能 力 二關 シテ ノ・、 再 三 探 血 セ ル海狽 血

清補 膿 ノ・作 用能 力 ガ時 間 的 二異 状 アル テ認 メ タ

リ。

今 中等 大 以 上(3009以 上)海 狽 ヨ リ3.Oc・c・ヅ ツ

毎 週1同 探 血 シ3同 二及 くごル モ ノ ・溶 血作 用能

力 テ検 スル ニ5分 ニ テ200倍 ニ シテ、初 同探 血 完

全A補 禮 二於 ケ ル400倍 二比 シ遙 カ ニ作 用能 力

悪 ク溶 血作 用低 位 テ 示 スモ15分 二於 テハ殆 ン

ド雨 者 一致 シ800倍 二達 ス。 其 ノ後 完 全 補 膿 ニ

ア リテノ、60分b24時 間 二於 テ 殆 ン ド不 憂 ナ ル

モ数 同探 血 セル海瞑 血 清 補 禮 ノ溶 血作 用 ノ・2時

間 及24時 間迄 逐t曾的 二進 ム 傾 向 ア リ.即2時

間 ニ シテ1200倍 二近 ク24時 間 二 於 テ ノ・1200

倍 完 溶 テ示 ス ニ至 ル。

第2同 探 血 迄 ノ・斯 ル攣 化認 メ ラ レズ。 同 撒 テ重

ヌ ル ニ從 ヒ盆 ・々此 ノ傾 向著 シキ モ ノ ・如 シ。

余 ノ試 験 二於 テ3同 探 血 ヨ リ5同 探 血 二於 ケル

溶 血 性 補 禮 作 用能 力 ノ卒均 償 テ求 メ表 二示 セ バ

下 ノ如 シ(表6)。

第3章 實駿的二塚桿菌(Gartner氏 腸炎菌)ヲ 注射セル

海狽 二於 ケル血清補膿 ノ動揺

自然 的探 血 方 法及 手 技 ニ ヨ リ或 ノ・不 可避 的 二探

取 血 清補 膿 二於 テ往 々認 メ ラ レ、 而 モ殆 ン ド観

過 セ ラル ル補 膿 ノ動 揺 二關 シテノ・上述 ノ如 ク探

血 中 混 入、 或 ハ 翫 二血 液 探 取 時 海瞑 流 血 中 二1昆

染 シ或 ハ抗 膣 ヲ産 生保 有 シ居 ル モ ノナ ル事 テ知

ラズ シ テ使 用 スル ニ 由來 スル モ ノ ー シテ、 是 等

ノ・殆 ン ド大 部 分 ノ・G5rtner氏 腸 炎菌 ノ混,染ニ

ョルモ ノナ ル事 ラ立 謹 セ リ。

而 シテ斯 ノ如キ混染或ノ・爲二生 ズル抗膿 ハ、其

ノ産生 ノ時期及混入ノ早晩 ト、其 ノ補膿 ノ亜.揺

トノ間二如何ナル關係 ノ存スルヤノ問題 ラ更 二

精密二究 メント欲 シ、實験的二加熱死菌及生菌

ノ各 テ以 テ湖 冥二之テ適宜接種虎置 シ、菌血症

及免疫動物 トシテノ海猿血清二就 テ其 ノ血清補

膿 ノ動揺 ノ如何 テ知ル可ク次 ノ實験 テ行ヘ リ。

第1節No.400菌(Gartner氏 菌)加 熱死 菌皮下 接種 ニヨノレ

海狸 血 清補 膿 ノ動 揺(表6)

一群 ノ特大海狽10頭 ニツキ豫 メ深桿菌(Gart -

ner氏 菌)及 ソノ他 ノ菌血症、抗膿産生等ナキ

テ確 メ、A.B二 群 二別 チ添桿菌 ノ代表者 トシ

テNo.400菌 株20時 間寒天培養 ノ菌 テ適當濃

度 ノ生理的食盤水浮游液 トナ シ、加熱60度1時

間ニテ悉 ク完全二滅菌サレタルラ確メ、之 ラ適

當号ヅツ海狸皮下接種 シテ免疫 シ適宜探 血シテ

其 ノ補膿 ノ動揺 テ検 ス。

A群 海猿5頭 一於テハ泳桿菌死菌 テ第1同 二

〇.02mg右 側下腹部皮下接種、約1週 間後0.03

mgテ 同様 二接種 シ、最後 ノ注射 ヨリ5日 後各

動物 ヨリ3.Oc.qヅ ツ探血 シ、其 ノ血清補膣 二就

テ検 ス。 ソノ結果ハ完全補膿 二比 シ補髄作用能

力 二於 テ時間二甚 シキ差異 テ認 ム。帥完全補膿
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(表6)豚 桿菌(Gartner氏 腸 炎菌)死 菌皮下接種 ニ ヨル海狸 血清 補髄 ノ動揺

A及B群 海 狸 番 號 No.1 Nα2 No.3 No.4 No.5

琢桿菌(Gartner)死
菌接種 時及 ソノ量

7/1 0.σ2 0.02 0.02 0.02 0.02mg

15/1 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03mg

A群2011探 血血清 ノ

免疫 状態及流血 中菌
ノ有 無

流 血 中 菌 一 一 一 一 一

補 血 反 慮 十(64f) 十 十 十 十

凝 集 反 慮 50 25 50 100 100

2011探 血A群 混合血

清 ノ補 艦量

「探 血 直 後 0.15(完 全 補 膿 ノ・0.10q)

24時 間 氷 室後 0.2(,,0.15αq)

B群11∬ 探血混合血

清 ノ免 疫状態 及流血
中菌 ノ有無

流 血 中 菌 一 一 1一 一 一

補 血 反 磨 什(128f) 十十 朴 什 朴

凝 集 反 慮 200 300 200 400 400

1!H探 血混合血清 ノ

補 燈量

探 血 直 後 0.15(完 全 補 髄 ノ・0.1cc)『

24時 間 氷 室後 0.2(,,0.15α α)

ノ・5分 時 ニ テ500倍 溶 血 慣迄 一 目瞭 …然タル限 界

ヲ有 スル溶 血 作 用 テ呈 スル ニ反 シ、 抗 膿 産 生 血

清 補 禮 ニ ア リテノ、5分 時 二於 テ僅 カ ー100倍 ノ

溶 血償 テ示 ス ニ過 ギズ。

完 全 補 農 二於 テノ・其 ノ後5分 、30分 、1時 間 後

ト錐 モ溶 血作 用 ハ最 早 進行 セ ズ。 然 ル ニ後 者 発

疫 抗 膿 、 産 生 血 清 補 膿 ハ15分 ニ シテ300倍 、

30分 ニ テ600倍 、1時 間 ニ テ始 メテ完 全 ・補膣 ト

稚B同 程 度 ノ800倍 溶 血 作 用 ラ認 メ シム。

氷 室 内24時 間 放 置後 ノ補 禮 一於 テ モ 同 檬 ノ溶

血 作 用 能 力 ノ低 下 ヲ示 スモ ノナ リ。

B群 海瞑 二於 テノ・免 疫 ハ 全 クA群 ノ場 合 ト同檬

ナ リ。

只此 ノ場 合探 血 ノ・最 後 ノ 注 射後 約1ケ 月 放 置

シ、 動 物 ノ健 劇 犬態 ノ恢 復 ヲ待 チテ探 血 セ リ。

其 ノ補 膣 ノ溶 血作 用能 力 ヲ試 ル ニ完 全 補 膿 ト時

間 的 二殆 ン ド差 異 ラ認 メ ラ レズ。 而 モ本 場 合 ノ

動物群 ノ免疫状態 トシテハ其 ノ血清中二凝集性

及補膿結合性抗膿 ノ中等度二産生アルテ認 メタ

リ。

B動 物血清補膿 二就 テ更 二探取後氷室内24時

間安置セルモ ノニ於 テモ完全補禮 ト同等 ナル補

膿作用ノ減弱 テ示 スモ ノナ リ。

小 括

要之、死菌発疫 ニヨル免疫早期二於 テノ・未ダ所

謂免疫 ノ陰性期 ニアルモノナルガ故二補禮作用

能力ノ低下バー般血清學的通則 ト看倣 ス可キモ

・ノナラン。

特異性溶血作 用 二封 シテノ・、 補禮 血清 中一

Gartner氏 菌抗罷 ノ共存 スルコ トハ抗溶血性

抗補膿作用ヲ惹起 スルモノー非ザル事 テ知ル。

免疫完成期 二於 テハ其 ノ血清 二毫モ抗補麗的作

用 テ認 メズ。

第2節 補禮結合 性補膿 トシテカ ・7v抗禮含有補罷血清ノ・

抗原 トノ間 二如何 ナル異状 ヲ來 ス可 キカ ノ試験

試験法 トシテノ・種々アル可 キモ完全補髄 トノ比

較 ト云 フ見地 ヨリ次 ノ方法 二嫁ル。

溶血債測定法二於 テ抗原 テ共 二容ル ・術式、即

抗原 ノ補艦吸著作用 ガ溶血系統 二及ボス影響試

験 ニヨル事 トシ完全補艦 二使用 ト同等 ノ抗原 テ

使用 シテB補 艦 二於 ケル溶血作用 ヲ検 ス。

先 ヅ完全補膿 テ使用 シテ抗原 ノ自家抑制作用 テ

検 シ、最大完全溶血量 ノ1/2抗原量 ラ0.3c・c・中

二含有 セラル ・様調製ス。抗原 トシテハヱ氏反

慮抗原、鴻上氏結核抗原及「チフス」菌抗原等テ用

フ.抗 原 ノ使用量ハ前節二於 テ述ベタルガ如 ク

此 ノ揚合二於テモA.B雨 種補膣 二於 テ甚 シク
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異 ナ ル、 此 ノ貼 ガ即 チ余 ノ検 セ ン トスル所 ノモ

ノニ シテ、故 ニヱ 氏 反 鷹 。鴻 上氏 結 核 補 膿 結 合 反

磨 及 「チ フ ス」補 結 反 慮 ノ揚 合 二抗 原 ノ使 用量 ラ

A.B雨 種 ノ補 膣 二就 テ試 験 スル場 合 二於 テハ

B補 膿 二於 テノ・抗 原 ノ使 用 量(最 大 完 全 溶 血 量

即 自家 抑 制)ノ・甚 シ ク微 量 トナ リ(特 二 「チ フ ス」

抗 原 ノ場 合 甚 シ)、其 ノ結 果 之 ニ ヨル補 禮 結 合反

慮 本試 験 ハ抗 原 微 量 ナル 爲 二陽 性 率 ノ低 下 ラ示

スモ ノ トナル事 テ多 撒例 二就 テ認 メ得 タ リ。

其 ノ試 験 ノ結 果 テ簡 輩 二記 ス レバ、先 ヅ溶 血 素

ノ逓 減 量 テ1列 ノ試 験 管 二取 リ4%山 羊血 球 ノ

同量 テ各 管 二添 加 、37℃ 温 浴 内"30分 静 置 シ、

之 二豫 メ調 製 セ ル 抗 原 使 用 稀 繹 ノ モ ノ ト15倍

可検 補 罷 ト ノ同量 ノ 混加 温 浴 内30分 ノモ ノテ

各 管 二 〇.3c.c.ヅツ配 付 、 爾 食 盤 水0.3c.qヅ ツテ

加 へ更 二15分370C温 浴 内 二致 シ溶 血作 用 ラ検

ス。 発 疫 抗 禮 産 生 補 膿 ノ20/1日 探 血 ノモ ノ 即

免 疫 ノ初 期 二於 テハ抗 原 ナ キ場 径 ノ前 試 験 ト同

様 ニ シテ、 何 等 著 明 ナ ル攣 動 ナ ク、 只 溶 血 能 力

ノ僅 カ ニ減 弱 セル テ認 ムル ノ ミ。

然 ル ニ1/皿 探 血(B群)ノ 完 全 免 疫 二於 テ ハ、 ユ

氏 反 慮 抗 原 及 鴻 上氏S.T抗 原 トノ間 二於 テ モ 中

等 度 二補 膿 ハ非 働 ニ セ ラ レ、 「チ フ ス」抗 原 二封

シテノ・溶 血償 ノ50倍 二至 ル モ 逡 二溶 血 現 象 テ

認 メザ ル程 度 ノ補 膿 非 働 ラ來 ス。

斯 ル反 慮 ノ原 因 ノ・勿論Gsrtner氏 菌 ト 「チ フ

ス」 菌 トノ類 族 補 艦 結 合 反 磨 ニ ヨ リ惹 起 サ ル ・

ノ・明 カニ シテ「チ フス」及 其 ノ他 ノ類 属 菌 ノ補 結

反 慮 二使 用 不 可 ナ ル ノ・更 ナ リ、 又 ユ 氏 反 癒 及 鴻

上 氏結 核 補 結 反 磨 二際 シテモ亦 異 駄 補 禮 ト シテ

使 用 不能 ノモ ノナ ル事 テ知 ル ニ至 レ リ。

第3節 泳桿 菌(Gdrtner氏 菌)生 菌 ニヨノレ免疫 海狽 ノ血 清補盟 ノ動 揺

生菌 ニ ヨル見 疫 ノ・至 難 ニ シ テ余 ハ撒 同 ノ試 験 二 中 途 二於 テ下痢 又 ハ便 秘 等 腸 障 碍 或 ノ・菌 血 症 ノ

於 テ抗 膣 産 生 ラ完 成 セル モ ノナ シ。 多 クノ・免 疫 極 期 二於 テ艶 レタ リ。即 本試 験 ハ無 能 二 了 レ リ。

第4章 各種補禮(菌 混染、抗禮産生、繰返 シ探血)ノ 溶血性補膿作用 ノ

異状 ハ補髄 ノ如何 ナル成分 ノ訣昭二由ルカ

健 康状 態 ト見 倣 サル ・海狽 間 二 其 ノ流 血 中 二

GErtner菌 ノ混,染 アル モ ノ多 撒 存 スル事 ラ謹 明

シ更 二流血 中 二認 メ ラ レズ其 ノ消化 管 特 二食 道

中 ヨ リ多数 謹 明 サル ・事 實 テ登 見 シタル事 ノ・余

ノ前 論 文 二於 テ述 ベ タル 如 シ。

補 膿 二關 シテハ其 ノ構 成 上 種 々設 ヲ ナ スモ ノ ア

リテー一定 セ ズ、 然 ル ニ余 ノ・光 瀬 氏 ノ第5成 分 迄

ラ以 テ補 禮 多原 説 ノ宜 シク叫 バ ル ・現 今 二於 テ

最 モ優 レタル読 トシテ氏 ノ方 法 二從 ツ テ其 ノ本

態 的 攻 究 ラ企 囲 セ リ.

第1節 細菌混入補膿

前 述 ノ如 ク1扇冥血 清 ヲ補 膿 トシテ使 用 スル補 膿

結 合反 慮 ノ場 合 二其 ノ補 膿 ノ異 攣 テ來 ス圭 ナル

原 因 ノ・1扇冥間 二 自然 的 二存 在 シ又 流 行 病 ノ病 原

菌 トシテ多数 見 ラル ・塵 ノGErtner氏 菌 ニ ョ

リ招來 サル ・事 テ立 詮 シタル テ以 テ、 其 ノ各 種

ノ異 状 攣 性 補 膿 二就 テ、 補 禮 構 成 上 如何 ナ ル成

分 ノ訣 陥 ニ ョル モ ノナル カ ヲ明 カ ニ ス可 ク次 ノ

實験 ラ行 ヘ リ。

今補膿血 青トシテ斯 ル海狽 血液二遭遇 シタラン

ーハ該動物 ノ血清補艘ハ細菌 ニヨリ吸著サレ、

菌 ノ血液中混染 ノ早晩及多寡ニヨリテノ・全 ク補

膿 ノ非働 ヲ見ル。更 二斯 ル補禮血液 ラ血液 ノ儘

24時 間氷室内 二保存 シタルモノテ使用 スルニ

更 二高度 ノ補膿作用 ノ減弱 ヲ見ル。

今之 ラ抗原抗禮間二於 ケル補膿非働 ヨリ見ル時

ハ細菌性抗原が、生艦内二於テソノ個膿 ノ血清
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補 禮 ノ ソ レニ封 シ、 溶 血性 抗 補 禮 作 用 ラ螢 メル

結 果 二基 クモ ノ ト認 ム。 而 シテ斯 ル補 膿 作 用 ノ

減 弱 ハ、 補 膿 ノ構 成 上何 レ ノ成 分 ノ訣 損 ニ ヨル

モ ノナ ル カ、 本 問題 二封 シ余 ハ 光 瀬 文 志氏 ノ方

法 二準 稼 シテ實 験 テ逡 行 シ、 其 ノ補 膿 構 成 上 ノ

訣 陥 ラ示 摘 セ ン トセ リ.

實 験 方 法 拉 二其 ノ成 績

自然 的 菌 血 症 ラ李 板 寒 天 上 ノColonieノ 多 寡 ニ

ヨ リ2大 別 ス。即 、海 瞑 血 液1.Oc・c・(心臓 穿 刺血 液

探 取)ト 豫 メ溶 解 シ置 キ シ3%寒 天5・Oc・aテ 混

ジPetrischale内 二移 シ李 板 培 養 トナ シ、24時

間 艀 竈 後 其 ノColonienテ 算 シ、多撒(100以 上)

少 藪(10個 内外)ノ2ツ ノ 菌 血 症 ノ場 合 二就 テ、

其 ノ血 清 補艦 ノ非 働 度 ト補 禮 ノ構 成 上 ノ問題 ノ

解 澤 テ期 ス。

流 血 中 「チ フ ス」菌 籏 ノ浦 長 及 菌 獄 算 定 二關 シテ

ハ本 邦 二於 テ村 山 達 三 博士 、 清 岡 博 見 氏及 島 田

謹 吾氏 等 ハ 患 者 ヨ リ(肘 關 節 静脈 管 ヨ リ)2・Oc・a

探 血 シ等 量 ノ膿 汁 ラ混 ジ、3%ノ 寒 天 ト共 二

Petrischale内 一 テ24時 間 李板 培 養 シ、 畿 生 セ

ルColonieノ 数 ラ以 テ菌 数 トセ リ。 余 ノ・上 記 ノ

方 法 即 、 軍 一1.Oc.qノ 心 臓 ヨ リ探 血 セ ル モ ノニ

5.Oc・α ノ寒 天 テ混 ジテ24時 間 後 ノ菌 撒 ヲ算 ス

ル コ ト ・セ リ。

今Gartner氏 菌 ノ海瞑 流 血 中 内 二於 ケ ル菌 血

症 ノ歌 態 テ考 フル時 菌 ノ流 血 中 二移 行 セル(或

ノ・移 行 シ始 メタ ル時 期)時 期 、即 探 畑 寺迄 ノ流 血

中菌 ノ経 過 及 流 血 中 二於 ケル菌 ノ層減 、 迩 二該

菌 二封 スル血 清 内抗 禮 ノ産 生 等 ノ免 疫 學 的 關 係

等 モ顧 慮 サル ・二 至 ル時 ノ・、 海 瞑 ノ菌 血 症 ノ場

合 其 ノ自家 血清 内補 膿 二封 シ、 ソ レテ構 成 スル

或 ル成 分 二封 スル抗 原(動 物禮 内特 二流 血 中 二

於 ケルG5rtner氏 菌)ノ 結 合 關 係(非 働 ノ原 因)

モ亦 複雑 極 リナ キ モ ノナル 可 シ。 加 フル ニ菌 血

症 ノ時 期(抗 原 ノ補 盟 二作 用 ス ル時 間)混 入菌 量

ノ檜減 モ甚 ダ不 安 定 ナ ル モ ノナ ル爲 二補 禮 ノ非

働 ノ適 當度 テ検 ス ル事 ハ試 験 管 内 ノ血 清 ト抗 原

ノ場合 二反 シ全 ク不可能 ノ事 一属 スト云 フ可

ク、余ノ・此 ノ爲 二血液探取後之ラ3ツ ニ別チ1

部ハ菌 ノ検索、1部 ノ・直二遠心沈降30分 後共 ノ

血清内ノ菌成分(存否ハ不明)ヲ完全 二取 リ去 リ

直二上清血清 テ探 リテ補艘ノ非働 性如何及非働

度 テ検 シ、他 ノ1部 ハ血液 ノ儘24時 間保存 シテ

試験 二供 セリ。

而 シテ余ノ本試験 ノ主旨タル 『菌血症 テ惹起 セ

ル場合 ノ海猿 血清 ノ補禮作用 ノ減弱喪失ハ補禮

構城 上何成分 ノ鋏損ニヨルモ ノナ几力』テ検 セ

ンガ爲二、他 二新鮮 ナル完全補禮血清 テ探 リ、炭

酸 分離法一ヨリGlobulin層 、Albumin層/i.ビ

「コブラ」非働性血清(第3成 分鋏)、硫酸安門非

働性血清(第4成 分訣)ト 戸田教授及其 ノ門下光

瀬氏等 ノ新瑳見二關ノ・ル石油「ベ ンヂン」非働性

血清(第5成 分鋏)テ製 シ、是等 テ56℃30分 間加

熱非働 トナ シ上述ノ可検海瞑補禮il虹清(G乞rtner

氏菌菌血症)ト ノ適當量 ヅツ各別々二混和、溶血

系 テ加 フル事型ノ如 クナシ溶!1田生補膿作用 ノ復

活 テ検 セリ。

余 ノ遭遇 セル自然的菌凶症 ノ多数例 二就 テ、前

託 ノ如 ク大約之ヲ2ツ ノ場合帥Petrie氏 皿内

菌数小撒(10内 外)ノ場合 ト多数(100以 上)ノ場

合 二就 テナシタル實験 テ其 ノ代表的海旗 血清血

清内補膿二就テ施行セリ。

余 ノ場合其 ノ當初探血時二於 テ菌血症 ノ有無及

其 ノ菌株モ勿論不明一 シテ、総 テハ只異物 ノ補

罷 トシテ其 ノ補膿作用 ノ減弱及喪失セルモノー

就 テ其 ノ補膿量及補禮成分 ノ鋏陥テ検 シタルモ

ノニ シテ混染 テ起 セル菌株ガGErtner氏 菌ニ

ヨルモ ノナル事及其 ノ菌数 ノ多寡等ハ其 ノ實験

ノ次 ノ日二分明サ レシモノナリ.而 シテ故二其

・ノ菌株及菌数 ノ分明テ見テ蹄納的二之ガ結果ラ

論 ジタルモノナリ。然 ルニ其 ノ結果ノ、略 篭補盟

ノ第3成 分 ノ非働ナル事 テ認 メ得 タルモ菌混入

ノ多寡及時期的關係 ノ甚 シク不定ナル爲二正鵠

ナル結論 二到達 シ得ズ。

第2節G甑ner氏 菌免疫抗禮 産生補禮
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外見上健康状態 ト見倣サル ・大海狸中Gsrtner

氏腸炎菌 二封 スル凝集性及 ピ補膿結合性抗膿 ノ

産生 アルモ ノ多数 テ登見 シタル事ハ前述(結 核

第14巷11號)ノ 如 シ。

而 シテ斯ル海猿 ノ血清テ補艦 トシテ使用 スル場

合、溶血性補艦作用能カー異状 アルコ トテ認 メ

タル又余 ノ前論文 二述ベタル虜ナ リトス。即實

験的二GErtner氏 菌屍菌 テ以テ大海狽 テ免疫

シ其 ノ冤疫血il!}(Ag9-titer200-800f)テ 補禮

トシテ使用スル場合ニノ・溶血性補膿作用ノ・時間

的 二其 ノ溶血能力遅 レテ起 リ、反之、溶血債ノ・

時間ノ経過 ト共二寧 ロ健常完全、補禮 二比較 シ

テ梢 丸高度二達 シ、溶血作用甚 シク不限界ナル

テ不 シタリ.

實験方法及其 ノ結果

實験的二G乞rtner氏 菌 ノ屍禮 ノ大海狽接種ニ

ヨル抗膣産生血清補禮二就テ自家血清抗補禮作

用ノ補艦構成成分上 ヨリノ検索 テナセリ。然ル

ニ本場合二於 テノ・補禮量減弱 ト抗補膿作用テ示

スナラン麗 ノ免疫抗禮ノ・同一血清内ニァリ、而

モ其 ノ多少ニヨル作用ノ・全 ク相反スルモノナル

テ以テ件二使用 シ得 ラレズ、即比 ノ場合、免疫

抗艦 卜補禮 トテ別々ニ シテ考へ試験管内一テ相

混合 シ其 ノ抗膿 ノ他 ノ健全ナル完全補艦二封ス

ル抗補膣的抗溶血作用テ検 スルー途二出デザル

可カラズ。

其 ノ結果ノ・余 ノ試駿 二於 テノ・甚 シク塵々ナル成

績テ得、爲二正鵠ナル結論テ把握 スルニ至 ラズ

ト錐モ大約下 ノ如キ成績 テ得 タリ.即 冤疫抗禮

産生補禮 ノ抗補膿作用 トシテノ・補膿成分中主 ト

シテ中節 ノー部及末節ノー部 ヲ結合 シ硫酸安門

血清、「コブラ」血清及石油「ベ ンヂン」非働性血

清ニヨリ幾分復活 セラル ・テ見ル。然 ルニー般

泊勺ニハ補膣 ノ各成分 ノ不遍ナル非働 ラ起 スモ

ノト見倣 サル可 キ程度 ノ弱 キ結合、分離、復活

ナル爲二明確ナル断定 テ下 ス事 テ得 ズ、爾更 二

自家血液中ノ免疫抗膿壷生血清補禮 ノ場合果 シ

テ上記 ノ如 キ試験管内非働 ノ如キ現象二出ヅル

モ ノナリヤ否 ヤ不明 シテ斯 ル場合ノ・更 二複雑ナ

ル關係特二特異性免疫血清學的 ノ作用等ガ關係

スルモ ノナル可 シト思考 サル、其 ノ他繰返 シ探

血 セル海狽血清 ノ溶血性補艦作用 ノ異攣 ト共二

更 二攻究 サル可 キ問題ナ リトス。

小 括

海狽 間二自然的二散登性 二或ノ・爆登的二流行 ス

ルG5rtner氏 菌ニヨル腸炎ノ・屡 丸健康歌態 ト

認 メラル ・海猿二於 テモ亦存 シ、流血中二菌血

症 トシテ見ラレ、又ノ・該菌二封 スル自然的抗騰

(凝集性及補禮結合性)ノ産生セラレタルモ ノア

リ。而 シテ斯ル海猿テ知 ラズ シテ其 ノ血清 テ溶

血性補膣 トシテ使用 スル場合二其 ノ補禮作用及

能力 ノ減弱喪失セルテ見、又攣性補禮 トシテ補

膣 ノ異状 テ示 シ、種 々 ノ實験結果 二甚 シキ誤 リ

テ招來スルモ ノナリ.

而 シテG5rtner氏 菌ノ・叉海、狽流血中二存 セザ

ル場合二於 テモ其 ノ消牝管、特 二其 ノ食道中ヨ

リ最モ容易二登見謹明セラル・コ トラ健康小動

物 二於 テ認 メタリ、海瞑 ヨリノ探血法 ノ手技 ノ

巧拙ニヨリ補禮償 二動揺 テ來 ス場合 ニモ亦斯ル

菌 ノ混入ニヨルモノ見逃 ガス可 カラザル事實ナ

ル事前述 セル所 ナリ.扱 テ然 ラバ是等Gartner

氏菌 ノ菌血症 ニヨル補罷 ノ非働、補艦作用 ノ減

弱ノ・補禮 ノ構成上何成分 ノ障碍 二基 ヅクモノナ

ルカ、又抗膿産生補禮 ニヨル溶血性補禮作用 ノ

異状及補禮結合性溶血作用 ノ攣異 ノ・如何 ナル補

膿成分 ノ異状 二由ルモ ノナルカテ検 セリ。

其 ノ結果ノ・菌血症 ニヨルモノハ該菌(抗原)ノ 補

禮吸著 ニヨル抗補農作用 トシテ謹明セラレ、圭

トシテ第3成 分 ノ作用損失 ニヨル非働ナル事テ

認 メタルモ未 ダ決定的實験結果 テ得ルニ至 ラ

ズ。

後者帥抗艦産生血清補艦 ノ・實験的二之テ行 ヒ其

ノ溶血作用 ノ遅延セラル・原因 トシテノ・圭 トシ

テAlbumin層 ノ損失 ト第4成 分 ノ結合攣異ニ

ョルモノナラント思惟サル。更 ニソノ溶血作用

ノ時間 ノ経過 ト共 二盆々不限界 ナル溶血作用テ

來 ス原因二至 リテノ・未ダソノ根原テ掴ムニ至ラ

ズ。是等ハ叉特異性的(或 ノ・時 二非特異性的)冤
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疫血清學的方面 二大部分 ノ根糠原因ノ・索 メラル

総

實験室小動物海猿間 二Gsrtner氏 腸炎菌 ノ侵

襲 ノ多キ事ノ・古 クヨリ知 ラレ之二封 シテノ・多撒

ノ研究業績 ノ存 スル所余モ亦前後2同 二亙 リ本

菌 ノ海狸間二於 ケル流行、其 ノ病理組織學的攣

化及健康海猿 ノ食道中二於 テ特 二多撒認 メラル

ル事實 ラ立謹 シ、該菌 二封 シテ源桿菌 ナル名稻

ラ付 シ、其 ノ由來 ノ探求 ラナセリ。

海狸 ノ艶死 ノ原因ノ・本菌 ノ侵襲 ニヨルモノ多 ク

其 ノ侵襲 ニヨル病理組織學的所見ノ・結核性攣化

ト鞘 ビ似 タルモノァリ、或ノ・全 ク雨者相通ズル

所 アリ、結核實験二際 シ該菌 ノ侵襲如何ハ特 二

留意 シテ観察 セラル可キモノナル事 ラ稔へ大方

ノ注意ヲ促 セリ。

而 シテ更 二血清學的補膿 トシテ專 ラ海狽血清テ

使用久ルモノナルガ余ノ・海猿血清探血ニヨル泳

桿菌 ノ混入或ノ・該菌 ノ菌血症、抗膿産生血清等

ノ存 スル事 ラ確信 シ、且ツ斯 カル場合二於テ補

禮作用能力上如何 ナル動揺 チ來 スカニ就 テ検索

セルモノガ本編 ノ圭ナル要 目ナ リ.

海狸 ヨリノ探血ハ心臓穿刺二依 ツテ成 サル ・事

多 久 特 二補禮 トシテ海狽血清ヲ使用スル際二

於 テノ・心臓 ヨリノ探血 ガー般的二使用サル、然

ルニ海猿ノ、G5rtner氏 腸炎菌 ノ侵襲 ヲ毫 ムル

事甚ダ多 ク、余ノ・1045例 ノ外見上全 ク健康状態

ト認 メシ動物中86例 二其 ノ流血中二細菌 ノ存

在 テ認 メ、 ソノ中72例 ノ・G5rtner氏 菌ナルテ

知ルラ得 タリ。

心臓 ヨル ノ探血法 ノ手技中二又細菌 ノ流血中混

入テ惹起セ シムル場合多ク比 ノ事實ノ・心臓穿刺

探血後2-3日 ニシテ艶死スル海獲 ノ殆 ン ド絡

テガGsrtner氏 菌ニヨル菌血症 ニヨルモノナ

ル コトらヨリテ見ルモ明カナリ.

斯 ノ如 ク心臓穿刺 ニヨル探血ノ・練達 ノ士 ト難モ

時二失敗 二了 リ、穿刺チ繰返ス如キ難二遭遇 ス

ルモノニ シテ、斯ル場合 ノ探取血液 ニノ・幾多不

純物 ノ混入セシ事當然 ノ蹄結 ト云 フ可 シ。叉他

可 キ モ ノ ナ ラ ン。

括

方海猿心臓 ノ大サヨリ見ルモ吾人 ノ穿刺技術 ニ

テ生命 二比較的二安全性二探血 シ得 ル最少限度

ノ域 ナル可 ク、此 ノ事ノ・幼若 ナル海狼 ノ穿刺二

於 テ探血 ノ難易ノ・別 トシテ其 ノ安全性帥個膣 ノ

致死及菌混入卒 ノ遙 カニ多撒二昇ル事實二徴ス

ルモ明 カナ リ。

海狽血清 テ補禮 トシテ使用 スルニ際 シ探血手技

ノ巧拙ガ補禮償 二影響 スル事 ノ甚大ナルハ吾人

ノ屡 ≧経験スル所 ニ シテ探取手技中不純物 ノ混

入 ノ消息ラ物語ルモ ノナリ。帥、斯 ル補禮贋ノ

動揺 二關 シテ其 ノー部 テ實駿的二謹明 タシルモ

ノナリ。

即補農憤 ノ動揺及減弱 ラ示 セル如キ場合二屡 ≧

腸炎菌 ノ混入或ノ・抗膿 ノ産生アルモノナル事テ

登 見セリ。

爾頻同探血 テ繰返 シテ使用 シタル動物 ノ血清補

膿ハ溶血性補禮 トシテ或ル異状 ヲ認 メタリ。

菌血症 ノ揚合ノ・圭 トシテ細菌禮 ニヨル補禮成分

ノ物理的吸著二依ル非働 ニシテ、後者ノ・(抗艦

産生補禮1特 異性或ノ・非特異性補艘作用 ノ非働
●

一基 クモ ノ ト思 惟 セ ラル。

頻 同 探 血 セ ル動 物 ノ血 清補 膿 ノ・溶 血 作 用 ノ・時 間

的 二始 メニ於 テノ・遅 レ テ 始 マ リ、2時 間 後 ノ

溶 血 償 ノ・然 ル ニ反 ツ テ完 全 補 艦 ラ凌 駕 スル ニ至

ノレo

G5rtner氏 菌 二封 スル抗膿産生補禮ノ・所謂攣性

補禮 トシテノ特性テ示 シ溶血作用二於 テノ・著明

ナル慶動ヲ示サザルモ補禮結合試駿二際 シ抗原

トノ間二特異性或ノ・非特異性溶血阻止作用テ示

ス事 テ知 リ、 モシ豫備試瞼テ充分ニナサザルニ

於テノ・實験結,果二重大 ナル誤差 テ生ズル事 テ立

謹 セリ。 自然界 二汎 ク分布 スル腸炎菌ノ・海猿間

二自然的感染率甚ダ多 ク又探血手技中二混入 シ

或ノ・探血一ヨル個膿 ノ抵抗減弱 二際 シ流血中二

混入スルモノ多 ク、而 シテ斯ル状態 二於テ外見

上全 ク健康状態 ト見誤 ラル ・事多 シ。腸炎テ経



第5號 】 高崎=琢 桿 菌(Gartner氏 腸炎菌)ノ 感染混入 ニ ヨル琢血清補艦 便、補鐙作用 ノ動揺 二就 テ563

過 シテ抗 禮 ノ産 生 ノ存 スル大 海 瞑 ノ存 在 モ可 成

リ認 メ ラル ・モ ノニ シテ斯 ル モ ノ ・外 見 上 ノ鑑

別 ノ・全 ク不 可能 ナ リ。

海 獲 血 清 テ撒 頭 混 ズ ル時 ノ・上記 ノ如 キ不 都合 テ

幾 分輕 減 入ル モ ノナ ル事 ハ余 ノ實 験 ノ示 ス所 、

補 膿 ノ、数 頭 ヨ リ探 血 シテ混 合 シタル モ ノテ使 用

ス可 シ ト ノ教 ノ眞 ノ意 義 テ更 二新 二認 識 λル モ

ノナ リ。

補 艦 作 用 ノ減 弱 テ示 シ タル海瞑 血 清 ノヴ ノ血液

中 出G乞rtner氏 菌 ノ混染 或 ノ・同 菌 二封 スル抗

罷 ノ産 生 テ示 セ ル モ ノナ ル事 チ謹 明 セ リ。 即 海

狸 血 清 ノ溶 血 性=補禮 作 川 ノ減 弱 ノ・自然 的菌 血症

乃 至 探 血 二際 シ混 入 スル ナ ラ ン、G翫tner氏 菌

ニ ヨ リ其 ノー一部 ノ原 因 ハ齎ラ サ ル ・モ ノナ リ.

結 論

1・ 溶 血 性 補 艦 作 用 ノ動 揺(減 弱)テ 示 セル場 合

二其 ノ海 摸 流 血 中 二G乞rtner氏 菌 ニ ヨル菌 血

症 ラ惹 起 セル モ ノ多 キ事 テ登 見 セ リ。

2・ 硫rtner氏 菌 二封 スル抗 膿 産 生海猿 血 清 補

禮 ・・溶 血性 補 膿 トシテ ノ動 揺 ノ・少 キモ特 異 性 及

非特 異 性抗 原 トノ間 二特 異 性 或 ノ・非 特 異 性 抗 補

禮 作 用4現 スモ ノナ リ。

3・ 海 瞑 二於 テGartner氏 菌 菌血 症 ノ揚 合 二

於 テ補 禮 ノ非 働 ノ惹起 セ ラル ・ノ・補 艦 ノ該 菌 ニ

ヨル吸 著 二基 ヅ ク モ ノニ シテ補 膿 構 成 上 主 トシ

テ第3成 分 ノ損 傷 ニ ヨル モ ノ ト認 メ ラル。

4・ 頻 回 探 血 フ繰 返 シ使 用 セ ラ レ タル海 瞑 血 清

補 禮 ハ、 溶 血 性 補 膿 ト シテ溶 血 現 象 ノ短 時 間 内

一 テノ・遅 レテ現 ノ・ル ・モ2時 間後 ノ溶 血 債 ハ

返 ツ テ完 全 補 膿 テ凌 駕 スル モ ノナ リ。

5.探 血 手技 ノ巧 拙 ニ ヨル補 農 償 ノ動 揺 ノ原 因

ノー部 ノ・手技 中混 入 λルGartner氏 菌 ニ ヨル

モ ノ ト思 考 セ ラル。

稿 テ 了 ル ニ臨 ミ御 懇篤 ナ ル御 指 導 ト御 校 閲 デ恭

フ シ タル鴻 上慶 治 郎博 士 二封 シ深 甚 ナ ル謝 意 テ

表 ス。

主要文獄

1) Weil u.  Felix. Zsch f.  Imm. Forsch., 29, 24, 
1920. 2) Andrews, J. of Path. and Bact. 25, 
505. 1922. 3) F. Kaufmann, Zsch. f.  Hyg.,
111,233-246,1930.4)下 條 久 馬 一 ,日 本 傳染

病 學 會 雑 誌.第10卷,第11卷.5)昆 野,最 上,

山 賀,第1次 朝 鮮総 督 府 獣 疫 血淸 製 造 所 研 究 報 告.

(大 正11年).6)島 津 忠 預,細 菌學 雑 誌.363.

大 正15年.7)柳 澤 賛 治,細 菌 學 雑 誌.358.(昭

和2年)・8)添川,大 坪 等,細 菌 學 雑 誌.第489.

號.昭 和11年.9)韓 氏等,細 菌學雑誌.第486

號.昭 和11年.10)平 野林,上 條氏講演要 旨.

日本傳染病學 會誌.第11巻.11號 ヨ リ.11)高

柳 義一,東 北醫 學 會雑 誌.第8巻 大正14年.
12)櫻 井政男,衛 生學傳染病學 會雑 誌.第2卷.

5號.昭 和2年;日 本 簿染病學會誌.第1卷.7號.

昭和2年.13)早 坂長 一朗,大 城俊彦,東 北

醫學會雑 誌.第13卷 昭和5年.14)清 水萬之

助,東 京馨事新誌2917號 ・昭和5年.15)江

ロ有,海 軍軍馨學雑 誌・第21卷.1號.昭 和7年.

16)大 城俊彦,加 藤光徳,日 本傳染病學 會雑誌.

第10卷.10號.昭 和11年 ・17)中 村,小 野,堀

井 氏等,日 本 傳 染 病 學 會雑 誌.第11卷.10號.

18)小 島 三郎,日 本醫 事 新 報.735號.昭 和11年.

19)飯 豊 勝 三郎,細 菌 學 雑 誌.379號,382號,391

號,396號.昭和2-4年.20)八 田貞 義,實驗醫

學雑 誌21卷.昭 和2年.21)井 手 正 典,日 本

醫事 新 報.744號.昭 和11年;細 菌學 雑 誌.479,
480.481,482號 ・昭 和11年.22)華 阜 煕,費 學

禮,細 菌 學 雑 誌.286號.大 正8年.23)Howel

and  Schaltz, J. Inf. Dis. 516, XXX. 1922.  24) 
Nelson and Smith, J. Exp. Med.  353, XXXXV. 
1927. 25) Maternowska, Z. Inf. Krankheiten
d・Haustiere50,XXXVIII1930.26)岩 下,安

藤,中 央獣醫 學 會雑 誌.10卷.昭 和6年.27)

昆 野,今 井,日 本 獣醫 學 會雑 誌.12卷.昭 和8年.

28)鴻 上 等,結 核.第4卷.1號,第15卷.5號.

29)Ferrata,Berl.ki.W.No.13,1907.30)

Gordon,Whitehead,Wormall,Biochem.J.Vol.

19,1925.Vol.20,1926.31)大 田,原 及 今 堀,

日本 内科 學 會 雑 誌.23卷3號.32)須 原,東

京醫 事 新 誌.2752號.昭和6年.33)徳 永,日

本 徹 病 理 學 會雑 誌.第22卷.34)高 橋,日 本微

病 理 學 會 雑 誌.第18卷.35)A.v.Wassermann

u.J.Citron,Zschr.f.exp.Path.u.Ther.Bd.

4,1903.36)鴻 上,東 京醫 學 會 雑 誌.39卷.1

號.大 正14年.37)光瀨,日 本 微 病 理 學 會 雑 誌.

26卷.14號.昭 和7年.38)Klopstock,D.M.

W.Nr.51,1924.39)Omorokow,Z.f.Impf.

Bd.10,1910.40)大 槻 満 次朗,細 菌 學 雑 誌.大

正4年 度.




